
タイトル：プレゼント・プリンセス

プレイ人数　3～4 人

・話のあらすじ

　あるところにとてもかわいらしいお姫様がおりました。

毎日のように結婚を申し込む人が絶えません。

貴方を含む４人の王子もこの王女に結婚を申し込みました。

連日の求婚に折れ、ついにお姫様は貴方達にこう言います。

「皆さんはそれぞれ私の選んだ贈り物をプレゼントしてください。

ただし、何をプレゼントしてほしいかは本人には教えず他の方だけにお教えします。

最も多く贈られたプレゼントを要求した方と結婚します」

　他の王子のプレゼントから自分が要求されたプレゼントを推理し、

お姫様との結婚を目指しましょう！

・ゲームに必要なもの

贈り物カード 8 枚

得点シート 1 枚

投票用紙 4 枚

・ゲームの準備

　始めに贈り物カードをシャッフルします。

　その後各プレイヤーに贈り物カードを 1 枚ずつ配ります。その際各プレイヤーは

自分にだけ見えないようにしてカードを公開し、以降そのままにします。

　このカードを「メインカード」とします。

　次に各プレイヤーに残りのカードを 1 枚ずつ配ります。

各プレイヤーは配られたカードを自分だけ確認することができます。

　このカードを「サブカード」とします。

・ゲームの手順(4 人用)
　一番最近女性に贈り物を送った人を最初の手番プレイヤーとします。

いない場合はジャンケン等で決めてください。

　ゲームは 5 ラウンドで構成されます。

　各ラウンドでは、手番プレイヤーは

得点シートの行動表の自分の列からまだ選んでいない行動を１つ選び、

チェックをいれます。

　その後選んだ行動に対応するポイントを得点シートのポイント表に書き込みます。

例)ラウンド 3 のプレイヤー１はまだ選んでいない「+2 ×2」の欄にチェックを入れました。

「+2 ×2」なので、+2 ポイントを 2 つの贈り物に与えることができます。

　プレイヤー 1 は D,F に+2 のポイントを入れることに決め、ポイント表のラウンド 3 の P1 の D,F に

対して+2 と書き込みました。

　その後手番を左隣の人に渡します。



各プレイヤーに 1 度ずつ手番が回ると 1 ラウンド終了です。

　これを 4 ラウンド繰り返します。(ここで各プレイヤーはすべての行動を

チェックし終えている)

　最終ラウンドでは、各プレイヤーは+3 のポイントを入れる贈り物を決め、

他人に見えないように投票用紙に記入します。

　その後全員一斉に投票用紙を公開します。

　その得点をポイント表の最終ラウンドの欄に記入します。

　最後に小計欄にそれぞれの贈り物に対する小計を記入します。

　全てのプレイヤーは自らのカードを全員に見えるように公開します。

各プレイヤーの得点は、

自分のメインカードのポイントと自分のサブカードのポイント×0.5 の合計値となります。

(小数点以下はそのまま)

例)プレイヤー 3 のメインカードが A、サブカードが C でした。

　 A のポイントが 5、C のポイントが 3 だとします。

　 この時のプレイヤー 3 の得点は、5+3×0.5=6.5 となります。

最も得点の高かったプレイヤーが勝利プレイヤーとなります。

同点の場合、より手番の早かった方のプレイヤーが勝利プレイヤーとなります。

・3 人用特殊ルール

ゲームの準備の段階で贈り物カードから H を抜くこのゲームでは使いません。

その後各プレイヤーにメインカードを配る前に、１枚のカードをランダムに選び、誰

にもわからないように伏せておきます。

その後は４人用と同様にゲームをプレイします。

ただし H の欄、4 人目の欄は使用しません。

また、ランダムに抜いたカードのポイントはどのプレイヤーの得点にもなりません。


